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KCTB場所打ち鋼管コンクリート杭

技術審査結果の概要

技術内容及び報告書の入手に関するお問合せ先

(1) KCTB場所打ち鋼管コンクリート杭の施工指針に従い実施された施工記録により、本技術の適用

範囲において一連の施工が滞りなく完了したこと、及び当該施工指針に示された施工管理項目が所

定の管理値を満足することが確認されたことから、適用範囲においてKCTB場所打ち鋼管コンク

リート杭は適切に施工できるものであると判断される。

(2) KCTB場所打ち鋼管コンクリート杭において期待される曲げ耐力などの構造性能が発揮されるため

に必要であると考えられる管理項目及び管理値が施工指針に規定されていることが確認されてい

る。また、当該施工指針に従い施工された杭体の鋼管コンクリート部は、所定の形状・寸法と強度

を有していたことが、掘り出し試験、コア供試体の圧縮強度試験、及び杭体の曲げ試験により確認

されている。これらにより、施工指針は適切なものであると判断される。

報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は下記までお問い合わせ下さい。

耐震杭協会
℡ 06-6264-0501
〒541-0053　大阪市中央区本町1-8-12

丸五基礎工業株式会社
℡ 06-6264-0501
〒541-0053　大阪市中央区本町1-8-12  

東洋テクノ株式会社
℡ 03-3444-2141
〒150-0012　東京都渋谷区広尾5-4-12       

日特建設株式会社
℡ 03-5645-5062
〒103-0004　東京都中央区東日本橋3-10-6   

ジャパンパイル株式会社
℡ 03-5843-4191
〒103-0015　東京都中央区日本橋箱崎町36-2

大洋基礎株式会社
℡ 03-3663-5561
〒103-0024　東京都中央区日本橋小舟町3-3  

株式会社ジオダイナミック
℡ 03-3548-3070
〒103-0023　東京都中央区日本橋本町1-9-1        

菱建基礎株式会社
℡ 03-6912-6334
〒170-0005　東京都豊島区南大塚2-37-5   

大興物産株式会社
℡ 03-6381-5213
〒105-0001　東京都港区虎ノ門4-1-17     

本概要書は、一般財団法人ベターリビングが行った「建設技術審査証明事業(住宅等関連技術)」の結果を広く関係各位に紹介する目的で作成したものです。
一般財団法人ベターリビング　https://www.cbl.or.jp/     建設技術審査証明協議会　https://www.jacic.or.jp/sinsa/

　本技術について、開発の趣旨、開発の目標に照らし審査した結果は、以下に示すとおりである。



本技術は建築物の基礎に使用される場所打ち鋼管コンクリート杭に適用する。 
＜適用範囲＞ 

　本技術は、場所打ちコンクリート杭の耐震性能を向上させるために、杭頭部に鋼管を配置した場所打ち鋼管コ
ンクリート杭である。鋼管は、内面に突起を有する内面突起付き鋼管を使用し、コンクリートとの一体性を確保
している。特長は、以下に示すとおりである。

 【特長】
・鋼管コンクリート構造により、杭頭拡大をしなくても小断面で大きな曲げ抵抗が得られ、発生曲げモーメント

も小さくなる。
・鋼管コンクリート構造により、保有耐力が大きいので、地震時の安全性が高い。
・鋼管構造により、せん断耐力が大きい。
・鋼管を用いることにより、密な鉄筋の配置を避けることができ、信頼性の高い杭体の構築ができる。
・鋼管の外径、板厚、材質を変えることにより、設計の範囲を広げることができる。

適 用 範 囲

外径 

(mm) 
厚さ (mm) 

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

700 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○       

750 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

800 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

850 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

900 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

950 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1050 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1150 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1250 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1350 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1400 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1600 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1700 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1800 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1900  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2000  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2100   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2200   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2300    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2400    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2500     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2600     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2700      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

表１ 内面突起付き鋼管の外径と厚さ  

杭軸部径
内面突起付き鋼管の種類
内面突起付き鋼管の最大長さ
内面突起付き鋼管の外径と厚さ
内面突起付き鋼管の材質
コンクリートの設計基準強度

コンクリートの種類

：700 ～ 2,700mm
：JIS A 5525 鋼管ぐいに規定される内面突起付き鋼管
：30m
：表 1 に示す範囲とする。
：SKK400、SKK490
：18N/mm2 から 45N/mm2

：JIS A 5308 に規定されるレディーミクストコンクリート、
建築基準法第 37 条第二号に基づく大臣認定コンクリート

施工フロー図（例）

技 術 概 要

①掘削 
一次孔底処理 

②鋼管建込み ④鋼管+鉄筋籠挿入 
 二次孔底処理 

③鋼管と鉄筋籠
の接合 

⑤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 
(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ充填) 

⑥鋼管外周 
充填完了 

(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ充填) 

鉄筋籠ケーシングパイプ
鋼管
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